31.1設置フォーム

	No
	フォーム名
	種類
	補足

	
	日時
	
	

	
	記載者
	
	

	
	防火確認
	
	

	
	勤務看護婦
	
	

	
	
	
	

	2
	担当医師名
	TEXT
	該当日の診察記録を行った医師を番号昇順で表示するものとする。

	3
	診察開始時刻
	TEXT
	医師ごとに、該当日の最古ログイン時刻を挿入する。

	4
	診察終了時刻
	TEXT
	医師毎に、該当日の最新の診察記録時刻を挿入する。該当する記録が無い場合、空値とする。

	5
	診察患者数
	TEXT
	医師毎に、該当日の診察記録を行った患者数を挿入する。

	6
	入院判断数
	
	該当日のデータの中で、AdmissionNote記録がある件数を挿入する。該当する記録が無い場合、値を0とする。

	7
	外来患者数
	
	該当日のデータの中で、問診が記録された件数を挿入する。

	
	初診患者数
	
	問診記録の中で初診患者の件数を挿入する。該当する記録が無い場合、値を0とする。

	
	再診患者数
	
	問診記録の中で再診患者の件数を挿入する。該当する記録が無い場合、値を0とする。

	
	総計
	
	初診患者数と再診患者数の合計を挿入する。



	
	検診後指導
	
	初期値は0とする。

	
	計測
	
	初期値は0とする。

	
	採血
	
	初期値は0とする。

	
	一般検査
	
	初期値は0とする。

	
	点滅
	
	初期値は0とする。

	
	注射
	
	初期値は0とする。

	
	吸入
	
	初期値は0とする。

	
	GE
	
	初期値は0とする。

	
	検査前投与
	
	初期値は0とする。

	
	
	
	

	
	緊急入院
	
	初期値は0とする。

該当日のAdmissionNote記録がなされた問診データについて問診記録時刻の昇順で記録時刻・診察券番号を「XX:XX　XXXXXXXX」の形式で列記する。

	
	急患
	
	初期値は空値とする。
該当日の救急隊問診記録について、問診記録時刻の昇順で記録時刻・診察券番号を「XX:XX　XXXXXXXX」の形式で列記する。

	
	再診内予約
	
	初期値は0とする。

	
	病棟併診
	
	初期値は0とする。

	
	管理事項
	
	ここは自由記載内容となるので、初期値は空値である。

	
	
	
	

	8
	外部紹介数
	
	紹介状発行数と同義

	9
	処置検査実施数
	
	

	10
	年齢区分A患者数
	
	生後0日から3ヶ月未満の問診記録件数を挿入する。

	11
	年齢区分B患者数
	
	生後0日から3ヶ月未満の問診記録件数を挿入する。

	12
	年齢区分C患者数
	
	生後0日から3ヶ月未満の問診記録件数を挿入する。

	13
	年齢区分D患者数
	
	生後0日から3ヶ月未満の問診記録件数を挿入する。

	14
	感染症患者数
	
	


以下項目は該当日の診察記録医師毎それぞれを設定する

	2
	担当医師名
	TEXT
	リンク押下により、選択日の業務日誌詳細を表示する。

	3
	診察開始時刻
	TEXT
	

	4
	診察終了時刻
	TEXT
	

	5
	診察患者数
	TEXT
	

	6
	午後診察内容
	TEXT
	午後にその医師が行う診察内容の分類を入力する。
テキストボックスにフォーカスが移った再に、入力候補リストとしてその医療機関の過去入力履歴のなかで最新5つを表示し入力補助とする。

最終的には、入力頻度を収集し頻度の高いものの上位5つを候補として表示するようにする。


31.2画面遷移

	分類
	要因
	行動・画面

	遷移元
	業務日誌リスト画面
	日付リンク押下

	自己遷移
	
	

	遷移先
	保存ボタン押下
	フォーム内容を保存する。（正常動作）

	
	印刷ボタン押下
	画面上の入力を元に印刷画面を生成、印刷ダイアログを表示する。

	
	何らかのエラー発生時
	エラー画面


31.1設置フォーム

	No
	フォーム名
	種類
	補足

	1
	年月選択
	SELECT
	リスト表示する年月を選択する。入力変更によりリストを更新する。

デフォルト値は最新日付からの年月とする。

選択肢は、データ全件より年月を挿入する。


以下項目はリストの列毎に設定する

	2
	日付選択
	テキスト
	リンク押下により、選択日の業務日誌詳細を表示する。


31.2画面遷移

	分類
	要因
	行動・画面

	遷移元
	ユーザの任意動作
	予診・修正画面、外来カルテ画面、文書作成画面、データ検索画面におけるタブリンク押下

	自己遷移
	年月変更
	年月SELECTを変更した場合、リストを更新する。

	遷移先
	日付リンク押下
	業務日誌詳細画面（正常動作）

	
	何らかのエラー発生時
	エラー画面


31.3機能

31.3.1業務日誌リスト表示機能
	No
	項目
	内容

	1
	日時
	XX(X)の形式で、日付(曜日)を表示する。ここでは、リスト上は該当月全日を表示し、問診データのある日付のみリンクを有効とする。

	2
	入力数
	該当日問診データのカウント数を表示する。

	3
	記録者・時間
	業務日誌詳細画面にて記録がされた場合に、そのログインID及び記録時間を、XXXXX(XX:XX)の形式で表示する。


31.4その他

リスト表示はデフォルトを昇順とする。

業務日誌詳細画面にて記録がある場合には、その該当日列の背景色を「#F0E65C」とする。

以上

